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これ は M 君の 話で ある。 M 君 は 学生で、 ことしの 夏 

休みに 静岡 在の 倉 沢と いう 友人 をたず ねて、 半月 あま 

リも 逗留して いた。 

倉 沢の 家 は 旧 幕府の 旗本で、 維新の 際に その 祖父と 

いう 人が 旧主 君の 供 をして、 静 岡へ 無禄 移住 をした。 

平生から 用心の いい 人で、 多少の 蓄財 もあった の を 幸 

いに、 幾らかの 田地 を 買って 帰農した が、 後に は 茶 を 

作る ように もな つて、 士族の 商法が すこぶる 成功した 



「本 所の 者で ござります ご 

「武家 奉公 をす る 者 かご 

それから それへ と 厳重の 詮議に 対して、 中間 はふる 

えながら 答えた。 かれは まだ 江戸 馴れない 者で あるら 

しく、 殊に 異常の 恐怖に 襲われて 半分 は 酔った 人の よ 

うにな つていた が、 それでも 尋ねられる ことに 対して 

は 皆、 ひと 通りの 答弁 をした ので ある。 彼 は 本 所の 

おこめ ぐら い なぎ 

御 米蔵の そばに 小屋 敷 を 持って いる 稲城 八 太郎の 奉公 

かずさ 

人で、 その 名 を 伊平と いい、 上 総 〔# ルビの 「かずさ」 

は 底本で は 「かずき 匕 の 八幡 在から 三月 前に 出て 来た 者 

であった。 したがって、 江戸の 勝手 も 方角 もま だよ く 



判らない。 きょうは 主人の 言いつけで、 湯 島の 親類へ 

たな はた 

七夕に 供える 西瓜 を 持って ゆく 途中、 道 を あやまって 

御徒町の 方角へ 迷い込んで 来た ものである という こと 

が 判った。 

「湯 島の 屋敷へ は 今日 はじめて 参る もの かご と、 番人 

ま PS 、 „y。 

-ii 言 レ / 

「いえ、 きょうで もう 四 度 目で ござり ますから、 なん 

ぼ 江戸 馴れない と 申しても、 道に 迷う 害 はない ので ご 

ざリ ますが …… ご と、 中間 は 自分ながら 不思議 そうに 

小 首をかしげ ていた。 

「主人の 手紙で も 持って いるか ご 



狭い 屋敷で あるから、 伊平 は 裏口から ずっと 通って、 

,， .1 しんぞう 

茶の間に な つ ている 六 畳の 縁の 前に 立 つ と、 御新造の 

よね 

お 米 は 透かし 視て 声をかけた。 

「おや、 伊平 か。 早かった ね ご 

「はいご 

「なんだか 息 を 切って いるよう だが、 途中で どうかし 

たの かえ ご 

「は い。 どうも 途中で 飛んだ ことが ござりまして… 

…ご と、 伊平 は 気味の 悪い 持ち物 を 縁側に おろした。 

「実は この 西瓜が …… ご 

「その 西瓜が どうしたの ご 



怪しく 見えた ので、 呼びと めて 詮議 をう ける ことに 

なって、 その 風呂敷 を あける と、 生首が みえた。 —— - 

その 男に は 生首の ように 見えた の だ。 ぁッ、 首 だとい 

うと、 他の 二人 これ ももし や 首で はない かと 内々 

疑って いたので あるから、 一人が 首 だとい うの を 聞か 

される と、 一 種の 暗示 を 受けた ような 形で、 これ も 首 

のように 見えて しまった。 それが いわゆる 群衆 妄覚 だ。 

こうなる と、 もう 仕方がない。 三人の 侍が 首 だ 首 だと 

騒ぎ立て ると、 田舎 生れの 正直者の 中間 は 面食らって、 

異常の 恐怖と 狼狽との ために、 これ も 妄覚の 仲間入り 

をして しまって、 その 西瓜が 生首の ように 見えた の だ。 



「君の 家の人た ち は 西瓜 を 食わない かね ご と、 わたし 

は 一 種の 興味 を以 つて 訊いた。 

「祖父 は 武士で、 別に 迷信家と いうので もなかったら 

しいが、 元来が 江戸時代の 人間で、 あまり 果物 II そ 

の 頃の 人 は 水菓子と いって、 おもに 子供の 食う 物に 

なって いたらし い。 そんな わけで、 平生から 果物 を 好 

まなかった 関係 上、 かの 伝説 は 別と しても、 ほとんど 

西瓜な ど は 食わなかった。 祖母 も 食わなかった。 それ 

が 伝説 的の 迷信と 結びついて、 僕の 父 も 母 も 自然に 食 

わない ようになった。 柿 や 蜜柑 や バナナ は 食っても、 

西瓜 だけ は 食わない。 平気で 食う の は 僕ば かりだ。 そ 



戚の 老人が 死んだ ので、 その 二七日 や 三七日の 仏事に 

参列す るた めに、 ここで 旅行す る こと は むずかし いと 

言った。 自分な どはいても いないでも 別に 差支え はな 

いので あるが、 仏事 をよ そに して 出歩いたり すると、 

世間の 口が うるさい。 父 や 母 も 故障 をい うに 相違ない 

から、 まず 見合せ にす る ほか は ある ま い と 彼 は 言 つ た- 

そうして、 君 は 京都に 幾日ぐ らい 逗留す るつ もり だと 

^£ こ ヽ ，， こ。 

禾 ( 言 レ / 

「そう 長く も いられない。 やはり 半月 ぐらいだ ねごと 

わたし は 答えた。 

「そうすると、 廿七 八日 ごろになる ね ご と、 かれは 考 



, J う 言 いかけて、 倉 沢 はう す 暗い 畑の 向う を 透かし 

て視 た。 

「あ、 横 田 君が 来た。 どうして こんな 方へ 廻って 来た 

のだろう。 僕たちの あと を 追つ かけて 来たの かな ご 

「え、 横 田 君 …… ご と、 私 もお なじ 方角 を 見 まわした _ 

「どこに 横 田 君が いるの だ ご 

「それ、 あすこに 立って いる じゃあな いか。 君に は 見 

えない かご 

「見えない、 誰も 見えない ね ご 

「あすこに いるよ。 白い 服 を 着て、 麦 わら 帽を かぶつ 

て …… ご と、 彼 は 畑の あいだから 伸び上がる ようにし 



て 指さした。 

しかも、 わたしの 眼に はなん にも 見えなかった。 横 

田と いうの は、 東京の XX 新聞の 社員で、 去年から こ 

の静 岡の 支局 詰め を 命ぜられた 青年 記者で ある。 学生 

時代から 倉 沢 を 知っている というので、 ここの 家へ も 

遊びに 来る。 わたし も 倉 沢の 紹介で、 このあいだから 

懇意に な つ た。 その 横 田が たずねて 来る のに 不思議 は 

ない が、 その 人の 姿が わたしの 眼に はみ えない ので あ 

けむ 

る。 倉 沢 は 何 を 言って いるの かと、 わたし は 少しく 烟 

に 巻かれた ように ぼんやりして いると、 彼 はわた し を 

置 去りに して、 その 人 を 迎える ように 足早に 進んで 



停車場の 前に ある カフェ ー 式の 休憩所へ 連れ込んだ。 

注文の ソ— ダ 水の 来る あいだに、 横 田 君 はまず 口 を 

切った。 

「たぶん 間違い は あるまい と 思って いました が、 それ 

でも あなたの 顔が 見える まで は 内々 心配して いました _ 

早速です が、 きょうは 午後 一 一時から 倉 沢 家の 葬式で… 

…ご 

「葬式 …… 。 誰が 亡くなつ たのです かご 

「倉 沢 小 一 郎君が …… ご 

わたし は 声が 出ない ほどに 驚かされた。 雇人 は 無言 

で 俯向いて いた。 女給が 運んで 来た 三つの コップ は、 



徒 ら にわれ われの 眼 さきに 列べ られて あるば かりで 

あった。 

「あなたが 京都へ お立ちに なった 翌々 日でした ご と、 

横 田 君 はつ づけて 話した。 「倉 沢 君 は 町へ 遊びに 出た 

といって、 日の 暮れが たに 私の 支局へ たずねて 来て く 

れ たので、 X X 軒と いう 洋食 屋へ 行って、 一緒に ゆう 

飯 を 食った のです が、 その 時に 倉 沢 君 は 西瓜 を 注文し 

て …… ご 

「西瓜 を …… ご と、 わたし は 訊き返した。 

「そうです。 西瓜に 氷 を かけて 食った のです。 わたし 

も 一緒に 食いました。 そうして 無事に 別れた のです が、 



その 夜な かに 倉 沢 君 は 下痢 を 起して、 直腸 カタルと い 

う 診断で 医師の 治療 を 受けて いたのです。 それで 一 旦 

はよ ほど 快方に むかった ようで したが、 廿日 過ぎから 

又 悪くな つて、 とうとう 赤痢の ような 症状に なって… 

〜。 いや、 まだ 本当に 赤痢とまで は 決定 しないう ちに、 

おとといの 午後 六 時 ごろに いけなく なつ てし まい まし 

た。 西瓜 を 食った のが 悪かった の だとい いますが、 そ 

の晚 X X 軒で 西瓜 を 食った もの は 他に も 五、 六 人 あり 

ましたし、 現に わたし も 倉 沢 君と 一緒に 食った のです 

が、 ほかの 者 はみ な 無事で、 倉 沢 君 だけが こんな 事に 

なるとい うの は、 やはり 胃腸が 弱って いたのでしょう。 



なにしろ 夢の ような 出来事で 驚きました。 早速 京都の 

方へ 電報 を かけようと 思った のです が、 あなたから 来 

た ハガキ がどうしても 見えない のです。 それでも 倉 沢 

君が 息 を ひき 取る 前に、 あなた は廿 九日の 午前 十 一 時 

ごろに きっと 来る から、 葬式 は その 日の 午後に 営んで 

くれと 言い残し たそうで …… 。 それ を 頼りに、 お待ち 

申して いたので すご 

わたしの 頭 は 混乱して しまって、 何と 言って いい か 

判らなかった。 その 混乱の あいだに も 私の 眼に ついた 

の は、 横 田 君の 白い 服と 麦 わら 幅であった。 

「あなた は 倉 沢 君と X X 軒へ 行った ときに も、 やはり 



その 服 を 着て おいででした かご 

「そうです ご と、 横 田 君 はうな ずいた。 

「帽子 も その 麦藁で …… ご 

「そうです ご と、 彼 は 又うな ずいた。 

麦 わら 帽に 白の 夏服、 それが 横 田 君の 1 帳羅 である 

かも 知れない。 したがって、 横 田 君と いえば その 麦 わ 

ら帽と 白い 服 を 連想す るの かも 知れない。 さきの 夜、 

倉 沢が 一 種の 幻覚の ように 横 田 君の すがた を 認めた 時 

に、 麦 わら 帽と 白い 服 を 見た の は 当然で あるか も 知れ 

ない。 しかも その 幻覚に あらわれた 横 田 君と 一緒に 西 

瓜 を 食って、 彼の 若い 命 を 縮めて しまったの は、 単な 
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